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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群は1992年に報告されて以来1）様々

な知見が得られ，臨床的特徴に関しても明らかにさ

れてきている2）～5）．性別では男性症例が有意に多い

ことが報告されているが，臨床的特徴の性差，女性

症例の臨床的特徴については十分な検討がなされて

いない．今回我々は特発性心室細動研究会（J-IVFS）

にご登録いただいたBrugada症候群症例を対象に臨

床的特徴について解析し，女性症例と男性症例，さ

らには，女性症例のうち有症候症例と無症候症例の

比較検討を行った．

Ⅱ．対　　　象

対象は2000年2月から2006年2月に本研究会にご

登録いただいた，安静時12誘導心電図でV1-3誘導に

おいてcoved型あるいはsaddle-back型の典型的な

ST上昇を認めるBrugada症候群症例216例（男性

202例，女性14例，平均年齢53±14歳）である．
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Ⅲ．方　　　法

年齢，症候（心停止，心室細動（VF），原因不明の

失神），突然死の家族歴，Wildeら6）の分類に基づく

type 1心電図，心房細動の既往（AF），加算平均心

電図（SAECG）の陽性率，電気生理検査（EPS）での

VFの誘発性，薬物負荷試験での陽性（Wildeら6）の

分類に基づくtype 1心電図への変化）率について検

討し，女性症例と男性症例との比較，女性症例のう

ち有症候症例と無症候症例の比較を行った．

Ⅳ．結　　　果

1．女性症例の臨床的特徴（表1，2）

女性症例は216例中14例（6.5％，平均年齢56±8

歳）と少なく，内訳は有症候症例3例（心停止既往

例：0例，失神既往例：3例），無症候症例11例で

あった．

2．女性症例と男性症例の比較（表3）

男性症例に比べ女性症例では，有症候症例，EPS

でのVFの誘発例が有意に少なく，突然死の家族歴

を有する症例が多い傾向を認めた．

3．女性症例の有症候症例と無症候症例の比較

（表4）

有症候症例（失神既往例）と無症候症例を比較検討

した場合，失神既往例で，突然死の家族歴，EPSでの

VF誘発例，薬物負荷陽性例が少ない傾向を認めた．

Ⅴ．考　　　察

今回，216例のBrugada症候群症例の臨床的特徴

について特に女性症例に着目し，女性症例と男性症

例，さらには，女性症例のうち有症候症例と無症候

症例の比較検討を行った．その結果，女性症例は全

体の6.5％で，女性症例では男性症例に比べ有症候

症例，EPSでのVFの誘発例が有意に少なく，突然

死の家族歴を有する症例が多い傾向を認めた．

Brugada症候群における女性症例の頻度は，欧米

の報告2）～5）では24～28％と報告されているが，今回

の検討では6.5％であり，これらの報告と比べかな

り女性症例が少ないことが明らかとなった．この相

違の原因の一つとして，突然死あるいは症候性

Brugada症候群の家族歴をもつ症例の比率が欧米と

日本の登録症例で異なることが考えられる．日本で

は検診などで偶然発見される孤発例が多く，本研究

でも突然死あるいは症候性Brugada症候群の家族歴
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表1 失神既往女性例

ECG typeはWildeらの分類に基づく．



をもつ症例は13％と欧米の報告（22～55％）2）～5）に比

べきわめて少ない．突然死の家族歴を有する症例を

多く含む対象は，特に予後に関する結果に影響を与

える可能性があり，臨床的特徴を検討するためには，

本研究のようにこれらの偏りの少ない対象がより適

切であると考えられる．

Brugada症候群の女性症例に着目し，その臨床的

特徴を検討した報告は，我々の知る限りにおいて存

在しない．本研究では女性症例は14例にすぎないが，

男性症例との比較において，有症候症例およびEPS
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表2 無症候女性例

表3 男性 v.s. 女性



でVFが誘発される症例が有意に少なく，男女間で

臨床的特徴が異なることが明らかとなった．有症候

症例およびEPSでVFが誘発される症例は予後が不

良であるとする報告3），4）も多く，女性症例と男性症

例において予後が異なる可能性も考えられる．今後

心事故発生率の性差に関する前向き研究が必要で

ある．

本研究では，さらに女性症例のなかで有症候症例

と無症候症例の比較検討を行った．有症候症例（失

神既往例）において，突然死の家族歴，EPSでのVF

誘発例，薬物負荷陽性例はむしろ少ない傾向を認め

たが，症例数が少なくこれらの結果の意義について

は不明である．今後さらに多くの症例を集積し，

Brugada症候群女性症例のリスク評価に重要な指標

を明らかにしたい．
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表4 失神既往例 v.s. 無症候症例
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